ほうへい さく ぼくらん づ いったう しば かう かんさく しう くわ づ せんがい さく 

蓬 平作 墨 蘭 図 一 幀、 司 馬 江漢作 秋果図 一 幀、 仙厓作 

しょう きづ あいせき リ ういん こ とづ さうて う ちょら しょくさん 

鐘 鬼 図 一 幀、 愛石の 柳 陰 呼 渡 図 一 幀、 巣 兆、 樗良、 蜀山 、 

そばく おつ じら かう せん ゑリん 

素檗、 乙 二等の 自詠を 書せ る もの 各 ー幀、 高 泉、 慧林、 

天祐 等の 書 各 ー幀、 II わが 家の 蔵 幅 はこの 数幀 のみ 

とつ かのうし ようぎょ くさく せう なんこ うづ 

なり。 他に わが 伯母の 嫁げる 狩 野 勝 玉 作 小 楠 公図 一 

かう い リ ゆうち さく ふくろくじゅ づ とう 

幀、 わが 養母の 父なる 香 以の父 龍 池 作 福禄寿 図 ー幀等 

おも まれ へ きじ やう 

あれ ども、 こ はわが 一 族 を 想 ふ 為に 稀に 壁 上 に掲ぐ 

しらぎ 

るの み。 陶器 を ペルシア、 ギリシア、 ヮコ、 新羅、 

なんきん こ あか ゑ はく かう らい こお リベ かくば ち 

南京 古 赤 画、 白 高麗 等 を 蔵 すれ ども、 古 織 部の 角 鉢の 

ほか こぐ わん 

外 は 言 ふに 足らず。 古玩を 愛する 天下の 土より 見れば、 

しせう まぬ か キリシタン 

恐らく は 嗤笑を 免れざる べし。 わが 吉利支 丹の 徒の 



画、 篆刻、 等 を 愛する に 至りし も 小 穴 一 游亭に 負 ふ 所 

多 かるべし。 天下に 易々 として 古玩を 愛する もの ある 

さが うせつ たん 

を 見る、 われ は 唯 わが 性の 迂 拙なる を 歎ずる のみ。 然 

れ ども 文章 を 以て 鳴る の 土の 蒐集 品 を 一見 すれば、 い 

づれも 皆 古玩と 称する に 足らず。 唯 室 生 犀 星の 蒐集 品 

はおの づ から 蒐集 家 の 愛 を 感ぜし むる に 足る。 古玩に 

して 佳什なら ざる も、 凡庸の 徒の 及ばざる 所なる ベ し。 

しき こじ たんじ やく なつめ 

われ は 又 子規 居士の 短 尺の 如き、 夏 目先 生の 書の 

如き、 近 人の 作品 も 蔵せ ざるに あらず。 然れ ども そ は 

いま なか 

未だ 古玩 たらず。 (半ば 古玩 たるに もせよ。) 唯 近 人の 

ゑ つ さ い ほうめい きざん はま むら ざう ろく 

作品 中、 「越 哉」 及び 「鳳 鳴岐 山」 と 刻せ る 浜 村 蔵 六の 
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